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の制定について 
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例等の一部を改正する条例の制定について 
原案可決 なし 

 

＜報告事項＞ 

 証明書コンビニ交付サービスについて（市民窓口課） 

 平成２８年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果について（学校教育課） 
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 備前暮らしカレッジについて（生涯学習課） 

 図書館サロンについて（生涯学習課） 

 

＜所管事務調査＞ 

 通学路の整備について 

 中学校における部活動の実態について 

 教職員等の勤務実態について 

 要保護・準用保護世帯における児童・生徒の実態について 

 フューチャースクールルームの整備状況等について 

 ふるさと納税を充当した教育委員会関係の事業について 

 

 

 



  



《  委員会記録目次  》 

 

招集日時・出席委員等 ····················· 1 

開会 ···································· 2 

報告事項（市民窓口課） ··················· 2 

議案第124号の審査 ······················· 3 

議案第125号の審査 ······················· 9 

報告事項（教育部） ····················· 10 

所管事務調査 ··························· 14 

閉会 ··································· 29 

  



 



- 1 - 
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              午前９時３１分 開会 

○掛谷委員長 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの御出席は８名です。定足数に達しておりますので、これより厚生文教委員会を開会

します。 

 本日の委員会は、お手元のレジュメに記載のとおり、まず先日の委員会で継続審査とした議案

第１２４号の審査と報告事項において答弁保留となっていた証明書コンビニ交付サービスについ

て市民窓口課から回答を、その後説明員を入れかえて教育部関係の議案審査及び所管事務調査を

行います。 

 市民生活部、保健福祉部関係の報告事項、議案審査を行います。 

************************* 報告事項（市民窓口課） ************************** 

 報告事項から行います。 

○山本市民窓口課長 １２月１３日の厚生文教委員会において当日回答できなかったものについ

て、本日御回答させていただきます。 

 お手元に資料をお渡ししています。１点目、コンビニ交付に関し、手数料の支払いはクレジッ

ト決済も可能か。こちらについては、このコンビニ交付の手数料は、レジでの支払いではなく、

マルチコピー機に附属してある料金決済装置で支払う形になります。この中で、セブン－イレブ

ンについてはナナコカード、電子マネーのカードです、こちらを使うことができて現金と併用が

できる。それ以外のコンビニについては、現金決済のみとなっています。したがって、クレジッ

ト決済はできないという形です。 

 補足ですが、下図を示していますが、マルチコピー機で決済して、必ず領収証が出てくる形で

完了するということになります。 

 ２点目、マルチコピー機において基盤等にデータが残存し、流出のおそれはないのか、それか

ら対策は施されているのかという御質問ですが、これに関しては、市とコンビニ間、これは専用

線で結ばれており、これから流出することはありません。専用線からコンビニのマルチコピー機

の中に入っていき、ハードディスクで一時保存されます。この一時保存されたデータをコピーし

て帳票形式でお出しをする。さらに、この帳票形式を出した後に、ハード上必ずそのデータとい

うものは削除される仕組みをとっているということになっています。ですから、データは外部へ

流出することはありませんというお答えになります。 

 補足ですが、流出の一番の原因となるとされているのが、例えばカードの取り忘れであると

か、帳票自体の取り忘れ、こういったものが考えられますが、これについては、画面に表示が出

たり音声案内が出たり、さらに取り忘れてその場を立ち去ろうとしたらブザーが大きくなるとい

うことで、その方に気づいていただくという対策が施されているということになっています。 

 ３点目、マイナンバーカード普及に努めるように広報を行ってほしい。こちらについては、

「広報びぜん」２月号に右のページのような広報記事を掲載しようと考えています。 
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○掛谷委員長 今報告がございましたが、委員の皆様で何かお聞きになりたいことがあります

か。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 今の報告事項については終わります。 

 山本課長は御退席いただいて結構です。 

************************* 議案第124号の審査 ************************** 

 議案第１２４号備前市立認定こども園設置条例の一部を改正する条例の制定についての審査を

行います。 

 執行部より発言の申し出がありますので、お受けします。 

○高山保健福祉部長 先日に引き続き、議案第１２４号の御審査をいただきましてありがとうご

ざいます。 

 前回説明が不足していた部分があると思われますので、再度御説明をさせていただきます。 

 今回提案しております備前北認定こども園については、吉永幼稚園、神根幼稚園、吉永保育園

の３園を１つに整備する中で、この新しい施設が備前市北部におけるこども園の核として、入園

者を地域の子供だけに限定するのではなく、ほかの地域からの受け入れもできることから、地域

にとらわれない名称として「備前北認定こども園」とすることにしたものであります。 

 また、この名称とは別に、子育て世帯が親しみやすく、呼びやすく、多くの子供たちが入園し

たいと思えるような愛称をつけることといたしました。その中で吉永地域の保護者、役員の方々

とも協議しながら、愛称募集を行い、最終的に３７件の応募の中から３点を選んでいただき、庁

議において「おひさまこども園」という愛称をつけることも決定しています。これについては、

広報等に掲載させていただいています。 

 また、その過程において、正式名称については、神根、三国、吉永の幼・保が一体となる新設

のこども園であり、地域の核となる施設であるため、あくまで地域名を使うのではなく、市とし

ては備前北という名称とするという方針があることを御説明いたしています。このこども園が地

域のこども園として長く親しまれるものとして考えています。執行部としては「備前北認定こど

も園」ということで考えておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

○掛谷委員長 説明が終わりましたが、何か質疑がございますか。 

○山本副委員長 吉永地区の方々との協議の過程で、保護者の方とかＰＴＡの方はどういう御意

見だったのか。納得をしているのか。 

○丸尾こども育成課長 保護者の方との話し合いはさせていただいています。その中で特に反論

という意見は出ていません。反対意見は出ていません。 

○星野委員 前回の厚生文教委員会の後、市長と話し合いをされたと思うが、これはもう取り下

げることはしないのか。確認です。 

○高山保健福祉部長 執行部においては、もちろん市長を含め幹部で協議いたしております。そ
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の中で市としては、「備前北認定こども園」でお願いしたいということであります。 

○山本副委員長 もう一度確認ですが、吉永地区の保護者、ＰＴＡの方は納得していると受け取

ってよろしいか。 

○丸尾こども育成課長 反対意見がなかったということなので特に、納得していると思っていま

す。 

○田口委員 課長、申しわけないが、そのときに、名称、ここの園は例えば備前市立備前北認定

こども園ということでよろしいですねという確認の仕方は、別にされてないでしょう。 

○丸尾こども育成課長 そこまでの確認はしてはいませんが、地域の名称をつけないという名前

の中で、備前北認定こども園、こういう名前になりそうですという話はさせていただいていま

す。 

○田口委員 合併のときに、備前市にしたらいいという人とそうじゃないという人がおったわけ

です。私は、新しく名前を変えたら、それを認識してもらうのに、全国的に、また時間がかかる

ということで、日生から出たその委員は備前で押したわけです。それで備前市になったけど、全

国的にアピールするような話ではない、これ。北にしたら末永くと、備前市民の人に、北認定こ

ども園はどこにあるの。地域に愛されるならば、吉永認定こども園が一番地域に愛されるでしょ

う。皆さんは認識が私らと一緒かもわからないが。それはだめじゃ、どう言ったって。北でよろ

しいかと確認しているのかと山本成副委員長が言ようろう、そこまで。あんたらどういうてまた

２日の間に言われているかわかないが、ええのええの言われていると思うけどじゃな、この前全

会一致で変えないかという話だったじゃないですか。備前市議会は、そのときからまた変わった

というても、それが通るという話を私ら合併直後に聞いていますけど。日生町議会だったらそう

いうことはあり得ないわけです、２日たっても、３日たっても。 

○川崎委員 今さっき始まる前にちょっと聞いたら、何か２つ案があって吉永認定こども園はえ

えけど、吉永おひさま認定こども園……。 

              〔「吉永はついていないよ……」と呼ぶ者あり〕 

 いやいや、つけたらいいんじゃないの……。 

              〔「つけたらいいんじゃいうて……」と呼ぶ者あり〕 

 いやいや、意見だから言わせてよ、反論ではなくて……。 

              〔「それだったら３つ目……」と呼ぶ者あり〕 

 吉永、神根とか三国とかいろいろ小さな地名もあるけど、もともと吉永町ではないですか。そ

ういう意味の吉永町全域をあらわす吉永を入れたほうがいいということで、前回議論がほとんど

一致したわけだから、それだけではなかなか御父兄か保護者の何か意向が伝わらないことなら、

吉永おひさま認定こども園というふうな……。 

              〔「また新たな案……」と呼ぶ者あり〕 

 いやいや、そういうのもいいのではないかと。それとも、もう正式名は吉永認定こども園だけ
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れども、通常の使い方はおひさまこども園か、そういうことで呼んでくださいということで徹底

すれば、我々の認識も御父兄の認識も大体一致して、愛される認定こども園になるのではない

か。余り議論するほどのことではないと思うけど、名称なんだから。 

○高山保健福祉部長 執行部としては、正式名称については、備前北認定こども園ということで

考えていますが、愛称を募集した過程でのおひさま認定こども園ということが決まっています

が、愛称のほうに、例えば吉永を頭につけて吉永おひさまこども園とすることについては、保護

者への説明も必要であるとは思いますが、可能であると考えています。 

○川崎委員 それぐらいでまとまったら言うことはないのではないか。どっちも入れたらいいじ

ゃない、別に。 

              〔「どっちも入れるの」と呼ぶ者あり〕 

 入れて長くなっても、日常で呼ぶのはおひさま園とか、何とか園って好きなように呼んでもら

えばいいわけだから。 

○掛谷委員長 休憩します。 

              午前９時４４分 休憩 

              午前９時４５分 再開 

○掛谷委員長 再開します。 

 高山部長にお聞きします。執行部案は、あくまでも備前北ともう言われているわけでしょう。

例えば川崎委員が吉永おひさま認定こども園ということ、ここに出してきてないので。 

○川崎委員 もう一つ、前回の議論で、もし備前北ということであれば当然日生町は最も東にな

るので、備前東認定こども園という名前になるのか、予定があるのか。香登のほうにできるのは

備前西こども園という意向があるのか。 

○高山保健福祉部長 執行部としては、あくまで新築、新設のこども園については、こういった

地域名にとらわれない名称をつけてまいりたいと考えています。現在の日生地域の分について

は、既設の施設を使ってこども園を整備する計画でありますが、それについては、まだあくまで

日生認定こども園ということで考えています。将来的にこれを建てかえて新設という時点になり

ましたら、その時点でそういう地域名にとらわれない名称をつけていくということになろうかと

思います。 

○川崎委員 もう純粋にそういう方向性が執行部にあるなら、私は備前市立おひさま認定こども

園が一番望ましいと思います。それこそ全く既存の施設を一切無視して、そこの地域らしいおひ

さまがいいのであればおひさま認定こども園でよろしいのではないか。そういう保護者、今子育

ての世代はそういうので、次の世代は気に入らないと言うかもわからないけど、そのときに新築

でできるわけだから、そのときの保護者がこれがいいと言うのがずっと続くかどうかは別として

も、我々もそういう意向を尊重して認める方向がいいのではないか。 

 だけど、吉永を入れてもいいと思います。地域が入ったらはっきりあそこのこども園だという
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のがわかるわけだから、そういう地域をあらわす地名まで入れたらだめというのは、私らの古い

考えかどうかわかりませんが、なかなか受け入れがたいというのが率直なところです。 

○橋本委員 今質疑等々で明らかになったように、執行部は、保護者やいろんな方に備前北認定

こども園でいきますがどうでしょうかという問いかけしかしてないわけです。 

              〔「してない」と呼ぶ者あり〕 

 いやいや、まあそれも確実にしてないけれども、異論がなかった、反論がなかったという言い

方をしているが、例えば吉永認定こども園がいいですか、備前北認定こども園がいいですかと言

えば、多くの住民の方が吉永認定こども園という名称にしてくださいと言われると私は思う。だ

から、自信を持って私は修正案を出すわけですが、さっきも川崎委員が言ったように、あなたた

ちは神根や三国が一緒になるから吉永という言葉を使いたくない。あれ全体が吉永ですよ。全体

が吉永の中で、吉永認定こども園で何ら違和感はないわけです。新築だからその地域の名前を使

わないことをどうのこうのという理由は、我々には理解に苦しみます。 

 したがって、私は修正案を出しますが、吉永認定こども園のほうがみんながすっきりわかる。

愛称は何と名前をつけようが保護者の方が提案しているわけだから、決まったものを勝手に吉永

をくっつけるどうじゃこうじゃというような、それも私は失礼な話だろうと思います。 

○西上委員 前回は今先ほど執行部のそのような説明がなかったが、先ほどの説明を聞いて、反

対意見がないということは、それなりにその名称でも受け入れられているのかなと思いますし、

その地区その地区の事情というものがありましょうから、その事情に……。 

              〔「あんたが言い出しっぺで。まあええわ」と呼ぶ者あり〕 

 言い出しっぺですが、先ほどの答弁を聞くと、そのように受け入れられるので、それでよろし

いかと思います。 

              〔「まあ好きにせられえ」と呼ぶ者あり〕 

 好きにしますけど、そりゃ。そりゃ、好きにしますよ。 

○掛谷委員長 意見ですね。 

○西上委員 意見です。 

○立川委員 確認ですが、正式名称の備前北認定こども園と愛称、おひさまですか、使い分け、

すみ分けというのはどういうところに置いているのか教えてください。 

○高山保健福祉部長 正式名称ですので、もちろん条例上の名称、それから県への届け出の名称

等については、備前北認定こども園がはっきりと出てまいります。それ以外のところで、基本的

にはみんなが呼びやすい名前でおひさまこども園というものを中心に使っていくようになろうか

と思います。 

○立川委員 本当によくわからないが、子供たち、親たちはどう呼べばいいのか、単純に。 

○高山保健福祉部長 基本的には呼びやすい名前として、おひさまこども園が一般的になるので

はないかと考えます。 
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○橋本委員 ならば、園歌、認定こども園でも普通の幼稚園でも園の歌、校歌みたいなものです

ね、園歌があると思うが、そこに使う名称は何を予定しているのか。 

○高山保健福祉部長 その部分については、まだ決定したわけではございませんが、これについ

ても保護者の方々それから園長の方々それから関係者の方々で決めていくことであろうと考えて

おります。 

○立川委員 今国会でよくやられています民法７５０条、使い分けですね、旧姓と新姓の。混乱

するというのを耳にされていると思うが、行政はこのすみ分けがないのに、愛称がこれです、正

式名称はこれです、混乱を招くというのはお考えになられませんか。 

○高山保健福祉部長 それについては、そういう心配はいたしておりません。 

○川崎委員 地域地域で、吉永も小さいところだけど、神根、三国、吉永中、南方も大きいのか

な、そういう地名はほとんどの保護者が一切使ってほしくないという意向が強かったのかどう

か。 

○丸尾こども育成課長 地名については、先ほども申し上げたように、全体的に地区名を使用し

ないという話の中で話をさせていただいていますので、そういった話は出ていません。 

○川崎委員 だったら、そこの保護者が子供たちの明るいイメージの意味で、おひさま認定こど

も園が一番。備前市立おひさま認定こども園というような名前は、１回でも提案された経過はな

いのか。 

○丸尾こども育成課長 おひさまこども園については、保護者の方がその愛称募集の中からこれ

が一番いいのではないかというのを３点ほど決めていただいて、その中で最終的には庁議におい

て決定されたということです。 

○川崎委員 私は、正式名はいろいろ地域のそういう意向もあるならおひさま認定こども園で、

愛称は認定を外したおひさまこども園でいいのではないか。 

              〔「修正案出せば……」と呼ぶ者あり〕 

 いやいや、私はきょうの議論、前回踏まえて、きょうしたらそういう議論がいいのではないか

なと。 

○高山保健福祉部長 先ほど園歌のお話がございましたが、確認したところ、関係者の中で今検

討しているのは、おひさまで歌をつくろうということで考えている状況であるということでござ

います。 

○橋本委員 それを部長や課長が何で知らないのか。一々隣室からメモ書きで持ってこないとわ

からないのかというのは、おかしい。それぐらいのこと、ここまで名称で混乱しているのに、園

歌は何を使うのかということぐらいはちゃんと調べて臨め。私は非常に不愉快だ。 

○掛谷委員長 休憩。 

              午前９時５５分 休憩 

              午前９時５８分 再開 
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○掛谷委員長 休憩前に引き続き委員会を再開します。 

○川崎委員 逆に吉永認定こども園と名称をつけた場合には反対ですとか、賛成ですとかという

意見がしっかり出ましたか。提案していないから出ないかもわかりませんが、何か雰囲気的には

地名を使わないほうがいいという、父兄のほとんどがそういう意向だったのか。執行部が何かそ

ういう意向を持っているだけの話ではないのか。そこははっきりさせましょう。 

○高山保健福祉部長兼福祉事務所長 御父兄の方々については、愛称をつけて、そういうことも

使っていくということの中で、正式名称については特に意見はないということで考えています。 

○星野委員 備前北認定こども園という名で看板や印刷物を既に作成しているわけではないです

よね。 

○丸尾こども育成課長 はい。作成はしていません。 

○掛谷委員長 ほかに質疑はないですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ないようですので、質疑を終結してよろしいか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、議案第１２４号の原案に対する質疑を終結します。 

 次に、本案に対して橋本委員より修正案が提出され、お手元に配付していますので、ごらん願

います。 

 修正案の提出者から提案理由の説明を願います。 

○橋本委員 議案第１２４号備前市立認定こども園設置条例の一部を改正する条例の制定につい

てに対する修正案を別紙のとおり会議規則第１０１条の規定により提出します。 

 別紙をごらんください。 

 修正案は、そこに記載されている名称です。原案は「備前市立備前北認定こども園」とありま

すが、私は少なくとも「備前市立吉永認定こども園」とすることの修正案を提案したいと思いま

す。 

 理由は、先ほど来の議論を見てもわかるとおり、三国も神根も吉永も全部ひっくるめて旧は吉

永町であります。その中心地である吉永中に設立される認定こども園は、当然吉永認定こども園

とすることが最もふさわしいと思うからであります。皆様方の御賛同よろしくお願いをします。 

○掛谷委員長 修正案の説明が終わりました。 

 修正案についての質疑はございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、議案第１２４号の修正案に対する質疑を終結してよろしいか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、修正案に対する質疑を終結します。 

これより採決に入ります。 
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 なお、採決については、まず修正案について行い、その修正案が可決した場合は修正部分を除

く残りの原案について採決を行います。また、修正案が否決された場合は原案についての採決を

行います。 

 それでは、まず橋本委員の修正案についての採決を行います。 

 本修正案に賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

 挙手多数であります。よって、修正案は可決されました。 

 続いて、ただいま修正可決した部分を除く原案についての採決を行います。 

 修正部分を除く残りの部分について原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

 挙手多数であります。よって、修正部分を除く残りの原案は可決されました。 

 議案第１２４号は修正可決と決しました。 

 少数意見があれば。 

○西上委員 神根地区と三国地区を含めての全体的なこども園なので、やはり新たなネーミング

のほうが神根の方、三国の方も新しいこども園に入りやすいというのがあり、先ほども申し上げ

ましたが、その地区その地区での事情もございましょうから、新しいネーミングのほうがよろし

いかと思います。 

○掛谷委員長 これに対する賛同者はおりますか。 

              〔賛成者挙手〕 

 賛同者がお一人おりますので、少数意見は留保されました。 

 以上で議案第１２４号についての審査を終了します。 

 ここで説明員入れかえのための暫時休憩します。 

              午前１０時０７分 休憩 

              午前１０時１７分 再開 

○掛谷委員長 休憩前に引き続き委員会を再開します。 

************************* 議案第125号の審査 ************************** 

 教育部関係の議案の審査及び所管事務調査を行います。 

 議案第１２５号備前市立小学校、中学校、高等学校及び幼稚園設置条例等の一部を改正する条

例の制定についての審査を行います。 

 議案全体で質疑はありませんでしょうか。 

○田口委員 ここで日生西小学校鴻島分校がもうなくなるということですが、地元とは協議され

ていますか。 

○芳田教育総務課長 地元の町内会長にまず相談させていただいて、会長からその趣旨で町内会

で協議していただいています。 
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○掛谷委員長 よろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑を終結してよろしいか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、質疑を終結します。 

 これより議案第１２５号を採決します。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、議案第１２５号は原案のとおり可決されました。 

 以上で議案第１２５号の審査を終了します。 

 以上で議案の審査を終了いたします。 

************************* 報告事項（教育部） ************************** 

 報告事項を行います。 

○磯本学校教育課長 学校教育課から２点報告させていただきたいと思います。 

 １点目が、本日の新聞等でも報道されておりました平成２８年度全国体力・運動能力、運動習

慣等調査の結果について、備前市の概要を報告します。 

 お手元の資料をごらんいただけたらと思います。 

 この調査は、毎年国の悉皆調査として全国体力・運動能力調査が実施されていますが、調査の

概要は、１調査の実施をごらんいただけたらと思います。 

 小学校は５年生の児童、中学校は２年生の生徒の結果となっています。備前市については、得

点の平均は、小学校の女子は全国平均及び県平均を上回っています。男子は全国平均を上回って

いますが、県平均にはわずかに及びません。中学校では、男女とも県平均及び全国平均を下回っ

ている状況でした。 

 右面をごらんいただけたらと思います。 

 各種目の平均値です。黒い三角が全国より下回っている部分です。 

 ５０メートル走については、数値が低いほど結果がよいということなので、数値が高いという

ところに三角印をつけています。 

 下の囲みにあるように、小学校、中学校の男女とも握力、反復横跳びは全国平均値を上回って

います。また小学校の女子では、ほとんどの種目で全国平均を上回っています。中学校では、男

女ともに２０メートルシャトルラン、５０メートル走、立ち幅跳び、ボール投げは全国平均値を

下回っています。 

 運動習慣等との状況については、１月になってからこちらへデータが提供される予定なので、

まだ把握できていません。学校ごとの状況も把握できていません。１月末までにはその状況も含

めて学校教育課のホームページに掲載する予定ですので、そちらをごらんいただけたらと思いま



- 11 - 

す。 

 ２点目、先日の議会で質問がありましたジュニア救命士の取り組みについてですが、東備消防

組合に御相談に伺いました。そうしたところ、応急手当て授業という名称で既に平成２６年度か

ら取り組んでいただいていました。ジュニア救命士という名称とこちらのほうが結びついており

ませんで、大変失礼いたしました。 

 お配りした資料をごらんいただければと思います。 

 平成２７年度については、片上高校も含めて１１校が学年を決めて実施しており、救急法だけ

でなく、命の大切さを考えるよい機会となっているとのことでした。 

 また、毎年東備消防組合からお声かけがあり、実施を希望する学校が実施しています。本日こ

ちらに来る前に東備消防組合からお話があって、来年度も学校のほうに情報提供をしていく予定

になっています。 

○川口小中一貫教育推進課長 伊里地域の小中一貫教育校伊里学園の開校に向けた説明について

御説明します。 

 本件については、先月の厚生文教委員会においても報告をしたところですが、その後日程の変

更とか、新たな日程の追加とかありましたので、このことについて御報告するものです。 

 具体的には、伊里こども園、こちら１月１７日と報告していましたが、３月４日に学校の都合

で変更となっています。また、伊里中学校については、２月４日と報告していましたが、２月１

０日に変更しています。加えて、伊里公民館方面の説明ということになりますが、１月２１日、

それから２月７日、こちらが新たに日程追加となっています。 

○高橋生涯学習課長 本日は、２種類の資料を提出しています。１つはふるさと創生カレッジ、

通称備前暮らしカレッジ、もう一つは図書館サロン、通称ぶラプトについてです。 

 まず、備前暮らしカレッジですが、配付しておりますチラシの裏面にある日程とカリュキュラ

ムでオープンカレッジを開催します。年度内に３回開催を予定しています。 

 次に、図書館サロンについてですが、配付資料にございますとおり、市民センターそれから日

生地域公民館、吉永地域公民館で３回実施します。これからの備前市の図書館のあり方を市民の

方に直接聞ける貴重な機会になるものと思っています。御都合が合えばぜひ御参加いただきたい

と思っております。 

○掛谷委員長 もうないですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 今報告があった件について、委員の皆様から。 

○橋本委員 冒頭の全国体力・運動能力の調査結果について１点。 

備前市の場合、体力合計点が、小学校は男女ともに全国平均値を上回って、それが中学校に

行くと男女とも全国平均値を下回ると。これはいかなる理由なのかと。小学校のときによかった

ものが中学校になると全国平均を下回るということになると、備前市の教育委員会がやっている
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体力関係、体育関係のカリキュラムとか、そういったことがよくなのではないかと思われるが、

原因は何なのか、あるいは今後どう対応するつもりなのか、その点をお尋ねします。 

○磯本学校教育課長 正直言って原因がこれというような特定はできていません。 

 ただ、中学校の場合は、子供たちが運動する機会というのは体育の授業と、部活動になると思

います。今のところ考えているのは、部活動が少しでもということで、そこのところの支援を強

化していきたいと考えています。小学校の場合は、平素から休み時間等に外に出て遊びますが、

中学校ではそういうことがないので、やはり運動する機会にそこを少しでも充実させたいという

のは考えています。 

○橋本委員 原因がわからないというのが一番厄介で、何らかのところに原因は、ある程度究明

するなり、あるいは対処法でもいいが、さっき磯本課長が言われたように、とにかく小学校のと

きに全国平均を上回っていたのが中学校になると下回るというのは、これは実に不名誉なことだ

と私は捉えている。できれば、備前市の子供は、心身ともに丈夫だというふうにしていただきた

いと。それがために、教育委員会もこういう結果が出ないように、具体的にこういうことで各校

に通達して頑張ってもらうんだというような、そういう具体案を今現在持ち合わせなくても、こ

れから検討して何とか、学力だけではなく、学力も大変大切だけれども、こちらのほうも力を入

れていただきたいと思うが、教育長いかがでしょうか。 

○杉浦教育長 これについては、ただ学年差もあるので一喜一憂すべきでないというのは学力と

同じですが、結果は結果なので、私一般質問でも知徳体と、知徳の基本は体力であると申し上げ

たので、きちんと結果を出せるように中学校に対しても指導要請をしていきたいと考えていま

す。 

○川崎委員 ２８年度の体力調査ですが、いつごろからこういう調査をやっているのか私も所管

が変わってから間がないが、小学校は全国を上回っているけど、中学校がマイナスで平均より低

いという傾向というのは何年も続いているのでしょうか、それとも今年、今回の調査のみこうな

のか、確認したいと思います。 

○磯本学校教育課長 申しわけございません。２６年度以前は私も把握してないですが、２７年

度も同じような状況ではありました。 

○川崎委員 ２年続けてこういう傾向があるのか。 

○磯本学校教育課長 はい。 

○田口委員 課長、余り気にすることはない。真面目にしてないだけだ、中学生は。小学生は真

面目に本気でしているし、中学生はまあまあもう適当にしとかないかいうて、いつの時代にはそ

ういうのがあって性根入れたときはあるけど、そうなんですよ。不真面目に走ったり、ただそれ

だけの話だ。よっぽどずれたら、気にもしないといけないけど。中学校の先生に聞いてみて。 

○橋本委員 備前市の中学生ばかりが不真面目に走っていたら、これはやっぱり問題があるの

で、平均的に皆一生懸命取り組んでいるのに、備前市の者は余り一生懸命取り組まないというこ
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とになると、それはそれで問題があるので、やっぱり結果としてよくなるように教育委員会は努

力していただきたいと私は申し添えておきます。 

○山本副委員長 中学校ごとでは差が出ていますか。 

○磯本学校教育課長 先ほど申し上げたように、データが来ていないです、まだ。県がこういう

形で、国と県の結果と、それからきょう新聞に一覧が出ていましたが、一覧の数値しか来ていな

いので、今のところ把握できていない状況です。 

○掛谷委員長 ほかにはいいですか、報告事項に対して。 

○星野委員 小中一貫教育ですが、説明会を数回開催していただきありがとうございます。先ほ

どのようなことがないように名称等を変更される場合は、しっかり保護者、住民から意見を聞い

て進めていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○川口小中一貫教育推進課長 今回のこども園の設置に関する件と小中一貫校推進する件につい

ては、ちょっと状況が違うということは前提として御理解いただきたいと思っています。つま

り、こども園のほうは、いわば学校統廃合に相当するような新たなこども園の創設という話であ

り、小・中学校のほうは既存の小学校、中学校がありながら、それに加えて教育内容としてつな

ぐ小中一貫教育を導入するというお話で、新たな学校を何か建設するという一つの学校をつくる

という話ではないので、まずは状況が違うということではありますが、学校について、もしそう

いう状況が生じましたら、やはり地域の方々にも御意見を伺いながら進めていくのが必要かなと

思っています。 

○星野委員 それはわかっているが、この文章にもあるように、伊里学園（仮称）となっていま

すね、愛称なのか名称なのか、僕もわからないですが、ほかのネーミングのほうがいいと言われ

る方も多分いると思うわけです。そういうときに、進める場合に住民、保護者の意見を十分聞い

てほしいということです。よろしくお願いします。 

○川口小中一貫教育推進課長 承知しました。 

 やはり小中一貫教育校として、一つの総称というのは必要で、何らかの名称をつける必要はあ

るだろうと思っています。まずは、今伊里地域で定着している地域の方にお話を伺うと、伊里学

園ということで呼ばれているという実態がありますので、そのことも踏まえて今仮称ということ

で載っておりますが、正式に決めていく際に、やはり地域の方にも少し話を伺いながら決めてい

きたいと思います。 

○田口委員 課長、ちょっと念を押しておきますが、さっきの認定こども園の担当者は、こうい

う形で出して、何も言われなかったから賛同を得られていたというふうに理解しているとおっし

ゃられたが、ぜひともこういう名称については、皆さん伊里学園ということでよろしいですかと

いう形での了解をとっていただきたい。ぜひお願いしておきます。 

○川崎委員 総合的な、今説明では名前が要るということで伊里学園とかなんとか、名前のこと

は何でもいいですけど、私の危惧は分離型一貫校を目指すということでいえば、私が確認してい
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る範囲では、小学校は小学校の校長、中学校は中学校の校長ということで今までどおりだという

ことですが、もし正式にこれが発足して伊里学園という名称で呼んだときには、伊里学園長とい

う２人の校長とは別の、園長という名前がいいのかどうか知りませんが、そういう代表者という

のは決めるのか。それとも中学校校長が兼ねてなるのか、その辺のところを確認したいと思いま

す。 

○川口小中一貫教育推進課長 伊里学園というのは、２つの小中学校をまとめた総称ということ

で、特に学園長というような名称でその役職を置くということは、今のところは考えていませ

ん。 

○星野委員 備前暮らしカレッジのチラシを見させていただいたが、表と裏の写真の意味は何な

のか、説明をしていただきたい。 

○高橋生涯学習課長 私もこの写真を直接撮ったわけではないですが、備前のある箇所と伺って

います。 

○星野委員 どういう含みが込められているのか教えていただければ。 

              〔「どういうコンセプト」と呼ぶ者あり〕 

○高橋生涯学習課長 多分わかられる方はわかるんですが、知らない方は備前のこういうところ

もあるよというのを探していきましょうというコンセプトが込められているそうです。 

○川崎委員 実際どこですか。秘密なら秘密で結構です。皆謎が謎を呼んで話題性を呼ぶなら、

それはそれで結構です。ただ、裏のこの写真は何か教育に関係ないようなイメージの、道路の町

の風景というか、何か意味があるのかなあと。 

○杉浦教育長 これは、あえて申し上げると、備前市外の向けてのイメージですから……。 

              〔「市外か」と呼ぶ者あり〕 

はい。やはり余り美化し過ぎても、いい格好しても結局来て見てがっかりということになり

かねない。ありのままの備前で、しかもそこに魅力的な人であったり資源があるということを表

現した一環かなというふうに私は考えております。 

              〔「市外の人が対象だから、何でもええわ」「これ市外でばらま

くの」と呼ぶ者あり〕 

 東京、大阪でも募集をしたいと思っております。 

○掛谷委員長 報告事項、ほかには。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 報告事項については終わります。 

************************* 所管事務調査 ************************** 

所管事務調査に入ります。 

○田口委員 教育長も教育部長もこの間議会におられたが、一般質問で、大東化成とセリオの間

の歩道の話とか、側溝を何とかしてほしいとか、拡幅をしてほしいとかという話を聞いて、何か
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自分たちのしていることがちょっと間違っているなあと感じませんでしたか。感じなかったのな

ら言いますけど、何でできないのかというと、相手がいると、お金がたくさんかかる言いなが

ら、フューチャースクールをつくったり、タブレットを全部導入したりとかというのには惜しげ

もなくお金を使って、要するに小学生にしても中学生にしても、命があって健全に学校に来てい

るということを想定して、あなた方は行政を進めているわけですよ。 

 私が言いたいのは、それより守るべき命が先でしょうと。新たに発生した道路ならともかく、

あれ合併時から言われているわけですよ。私当時あの側溝を埋めてもらったらええが、ふたして

もらったらええがと言えば、ある議員はこう言われた。それをしてしまうとそれ以上の拡幅はも

う望めないようになる。望めなくてもええわなとかといういろいろなやりとりの中であのグリー

ンの線は引かれたわけです、何ぼか消えかかっていますけど。そういうところを先に整備して、

フューチャースクールなり、タブレットなりを私は進めるべきだと思う。というのが、３日ほど

前に、ニュースで駅のホームでの突き落とし、女性の太ももの切りつけ、千葉医大の大学生の女

性にいたずら、冷たくされたから殺人、芸能人の当て逃げ、これ同じ日にこれだけ全部出たわけ

です。これが今の教育の現実です。確かに優秀な読み書きの優秀な生徒をつくる、子供をつくる

というのは当然必要かとも思うが、何か皆さんや私たちが賛同して、してきたことにどこかに間

違いがあるのではないかと私はつくづく考えている。その中でもやっぱり命が一番でしょう。 

 あの通学路について、今後教育委員会としては、前向きに検討するとか、ぜひどういうふうに

されようと思うのか、教育長いかがですか。 

○杉浦教育長 通学路の問題しかり防犯対策しかり、これで十分ということはもちろんないし、

常に今までの我が身を振り返りつつやっていくことは重要だと思いますので、今回議会で取り上

げられたことだけでなく、それ以外にも放置されていることがないか点検しながらやっていきた

いと思います。 

 私就任以来、実は備前市全体が基盤整備に相当課題があると思って、学校関係でも小学校のプ

ールしかりトイレしかり、一旦とまっていた事業を、基盤整備にかかわる事業を再スタートする

ためのアクションというのは相当起こしてきました。将来に備えると同時に今通っている子供た

ちを大事にしないで将来はないと私は思っているので、その御指摘も含め、縦割りを壊すのが私

の仕事だと思っているので、働きかけをやってまいりたいと思います。 

○田口委員 ぜひそういうことを考えたら、国道２５０号の日生のクラウンのパチンコ屋から寒

河に至っての歩道、岡山県に言わせると、国道の基準を満たしていると、明るさが、市長に言わ

せるとあれは国道だというて、誰も街灯をつけない。本当にそれでいいのかと。ましてや、最近

私も体調を崩して草刈りにも行ってないですから、夏になると草も伸びて非常に自転車でも走り

にくいところもあるわけで、何かグリーンのランプがちかちかつくような縁石のところにしてい

ますけど、本当にいいのだろうかとかという、現実皆さんが夜実際に出ていって自転車で走って

みるなり、そういうことも私はぜひしていただきたいと思う。それ以外にもあるとは思うが、１
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から１００までじゅうたんを前に敷いてその上を通っていただくというところまではできないに

してもそれなりの配慮をして、防犯対策含めて、事故対策含めて、私はそっちを優先にしていた

だきたい。その上でフューチャースクールだったりタブレットだったりということが妥当だと私

は思います。ぜひよろしくお願いします。 

○谷本教育部長 済みません。一言だけ言わせてやってください。 

 基本的に教育長が先ほど申されたとおりだと私も考えています。私個人も孫２人一緒に住んで

いますので、無事に行って帰ってくれるということを毎日願っています。そういうことを考えて

いくと、気になるところというのは当然あります、私のところも。一つ一つ先ほど委員言われた

ように、じゅうたんを敷くようなことは当然できないですが、ある意味危ないなということを認

識できるような子供にも育ってもらいたいという思いもあります。教育委員会として一つ一つ、

その局面局面で働きかけなり、それからできることをやっていきたいと思います。 

○川崎委員 一般質問で取り上げて話題になっているが、交通量の関係で言えば、藤原運送から

コメリのところは一切歩道がないですよ。本当に車で通っていても、ひき逃げ事件か何かそうい

うこともありましたが、中学生なり高校生が確実に自転車で通学していると思う。ただ交通量か

らいえば国道２５０号のほうがよっぽど多いです。国道の歩道は県だからといって逃げています

が、県がようやらないで過ぎているのなら仮設の歩道でもいいから、ぜひ金をかけずにでもいい

ですから、そういう仮設でもやれば県は恥さらしになってやりますよ、本気で。のり面を全部垂

直にすれば１メートルや１．５メートルの幅ができるわけです。ないよりはましでしょう。 

 もう一つ、いつも通っていると思うが、難田からのれんが会社のところも部分部分によっては

ほとんど歩道がない。歩道がないが、海に少し桟橋を出せれば、伊里漁協の周辺は確実に、伊里

漁協のところは裏道があったから裏道を通ってもらえばある程度安全だけど、一般市民から考え

ても、一切歩道がないと、ひょっと運転者がミスをすると絶対接触事故なり死亡事故になる地域

が残っています。 

 赤穂市へ行ってみてください。全然違うから、峠越えたら。やっぱりそういうところを本当に

市民の命、子供たちの命を守るという意味では交通量の多いところから、県がやれないなら覚悟

を決めて、仮設的な、高度なものでなくてもやってもらったら、そういう意気込みがあらゆる路

地裏の安全確保、水路に落ちて死ぬとかという市民のニュースもあるから、子供たちはそういう

ことはよっぽどじゃない限りないと思いますが、交通量の多くてより危険度が高いというのは、

交通課か何課か知りませんが、一通り回ればわかります。それが日々問題意識として、次期補

正、次期議会、来年度というふうに確実に何年度計画でやるということがないまま行き当たりば

ったり、そのうち人事がかわれば後は知りませんよ、無責任な官僚機構の最も典型だというの

が、今の岡山県もそうだけど、備前市もその風潮を脱していないです。本当に赤穂市、兵庫県と

比べたら、金の違いもあるでしょうが、段違の差を感じる。赤穂市でも割り切っています。明ら

かに歩行者がいないところは歩道をつくっていませんから。そこまで徹底していただければいい
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ですよ。１人でも歩行者が通る、通学の子供たちがいるところは全部１メートルか１．５メート

ルをつけて、街灯も二、三十メートルに１つぐらいの割合でついています。その違いを１回皆さ

ん夜体験してみてください。田口委員も言われましたが、１回歩いてみてください、わかると思

いますから。よろしくお願いします。 

○杉浦教育長 お答えになるかどうかわかりませんが、私各校に学校訪問で行くと必ず子供たち

がつくった安全マップ、防災マップ、これは伊里地区の文化祭でも掲示されていて伊里中学校の

生徒がつくった防災マップは非常によくできていましたが、そのときに校長先生とも話をして、

子供たちがつくった防災マップを市内全部集めて、そこでまだ対策がとられていないところを集

中的に点検していくとか、私はその冊子をぜひつくりたいと思っていて、そういったところから

こつこつやっていきたいと思っています。 

○橋本委員 関連しますが、ただいま川崎委員が指摘した場所は、以前通学路の危険箇所という

ことで教育委員会が調査されましたよね。その中には載っていますか、その場所は。 

○磯本学校教育課長 前回の調査が通学路の緊急の安全点検ということで、小学校の通学路を対

象にしています。小学生はあそこを歩きません。その関係で今は載っていません。次回は中学校

も入れて調査しなければいけないという話をしています。 

○橋本委員 まずは、そういう通学路の危険箇所ということで指定がされなかったら、軽々にあ

あします、こうしますということではなく、まずは指定ありきで指定して、それで計画的に年次

的にどうしようかという計画を私は打ち立ててほしいと思います。 

○掛谷委員長 委員長から今の件で申し上げたいと思います。 

 委員からは、通学路についての危険なところを、調査もしているようですが、まだ中学生もで

きていないということを含めて、通学路の安全確保の実態調査をもう一回きちんとやるというこ

とと、対応策のことをきちんと出していただきたいということを今の皆さんの御意見の中で申し

上げたいと。委員の皆さん、それでよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 この件はこのようにしておきます。 

 ほかの事項でどうぞ。 

○田口委員 先ほどの体力テストとちょっとだけ関係があるが、ヤフーニュースによると中学の

部活動の休養日なしが２割以上で、その顧問は学校の先生が大体９割近くが占めているというこ

とですが、備前市の中学校においてはどうなのか。部活の顧問は学校の先生でなければならない

とかということがあるのかどうなのかと指導者が学校の先生だけがしているのか。また、休みが

本当にあるのかないのか。その辺も含めてわかれば教えていただきたい。 

○磯本学校教育課長 基本的には中体連、中学校体育連盟に加入する関係で今のところ学校の教

員が顧問にはついています、どの部も。外部指導者ということで、県の事業、国の事業、それか

ら市が独自に、例えばアーチェリー等は指導を補助するという意味で支援する方に入っていただ
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いている部もあります。 

○田口委員 休みは。 

○磯本学校教育課長 休みについては、４つの中学校については平日に１日休養日を設けている

と。１つの中学校はまだ設けられていないと。というのが、実を言うと教員のほうがしたいとい

うところがあって、強制的に設けられないといった状況で、そこについてもぜひ設けてください

というお願いをさせていただいています。 

○田口委員 わかりました。 

 よく言われるのが、結局トレーニングと休養と栄養のバランスがとれて初めて自分自身が、全

力の力が出せるようになるとよく言われています。高校の体育で有名な玉野光南高校は、強い選

手は大体が普通科とか情報の生徒が多いと。それは何ならといえば、体育科の３年生は朝練があ

って、体育の授業が午前中あって、午後部があって、それで彼らは本当に疲れ切っていると。と

いうことで、そこから全国制覇をするというのは非常に難しいところがあるという話も聞いたこ

とがあるが、そういうことも含めて、やっぱりもっと研究していただいて、勉強ではなく研究し

ていただいて、本当生徒も練習を休んだら勝つようになれないというふうに思ったりするじゃな

いですか。理論で満足するのか、練習時間で納得するのかというところがあると思うので、ただ

１日ぐらい休んで悪いことはないと思いますし、陸上だったら記録が伸びなかったら、サボると

体力が回復するわけです。すると、次の大会で記録が出るわけです。すると、真面目に練習する

わけですよ。そういうことを私も経験していますので、ぜひ先生に研究していただいて、やっぱ

り休むべきは休んでいただきたいという思いはします。何か答弁があるなら。 

○磯本学校教育課長 おっしゃるとおりだと思います。部活動の面からもそうですし、教員の勤

務状況から考えても絶対に休養日は設けるべきだと思っています。来年度についてもっと強く言

っていくことを実は考えていました。そういった方向で行きたいと思います。 

○川崎委員 今言ったようにやる気があるから休みなしでやっているという発言ですが、小学生

もそれなりの成長をしますが、私の経験からいっても、中学、高校というのは第２次成長期で、

非常に精神的にも肉体的にも飛躍的に成長する時期で、精神的にも不安定ですし、体力も不安定

です。その時期に、何か毎日のように練習させて技術を上げるとか何かというのは、もともとス

ポーツ生理学からいっても私は不可能だと思っていた。基礎体力をつくり、そのスポーツの基礎

技術を徹底的に身につけることが必要なだけであって、本格的にそのスポーツで花を咲かせよう

と思うのは、１８歳か２０歳がよく知りませんが、第２次成長期が終わって徹底的に体力をつく

る中ですばらしい技術が生まれてプロスポーツ選手も生まれると思うわけです。もう少し先生に

休養をとらせて、もともと肉体の成長のメカニズムの学習とプラススポーツ生理学による、どう

いう運動をやってより多くの肉体、強靱な精神を鍛えるのかというのは、このバランスは本当に

生理学的な成長路線の問題というのをはっきり専門家から知識を得てやれば、私は週に二、三日

で特に中学生はいいのではないかと、高校ならもう少しやってもいいかもわからないけど。余り
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にも、私の体験からいっても、なんか精神的根性とか、そういうものばかりが強調されたような

風潮があったように思う。私は今の発言を聞いて、先生というのは全くその辺の体的な知識がな

いまま、やる気、精神力だけでやっていたら問題が多過ぎると言いたいが、いかがですか。特に

スポーツ系のクラブ活動については、スポーツ生理学を徹底的に学んで、特に成長期のスポーツ

生理学はどうあるべきか、これは徹底的に大学の専門家との学習というか、相談話が必要だと思

います。いかがですか。 

○磯本学校教育課長 今の中で、決して勉強していないわけではありませんが、ただ部活動の指

導に当たっている教員は、もともとそのための教員ではありません。校内で割り振られた教員

で、その中で少しでも勉強して子供たちの体力であったり、技術であったり伸ばしていこうとし

ています。ただ、そのときに子供の状況とか教員の勤務の状況とか、そういったものを考えて休

養日を設けるようにというお話をしているところです。 

○川崎委員 ですから、専門家ではないわけですよ。もともと少し自分がやったことがあると

か、何かいろんな中でそのクラブをしたいというか、指導したいということですが、やはり自分

のもともと教員としての勉強もしっかりしないといけないし、それからクラブ活動の指導をしよ

うと思えば、それなりのクラブに、部活に必要な専門知識なり技術も勉強しないと。休みをとら

ないとできないですよ。本当に休みなしでやるというのは精神力だけでむちゃくちゃな指導をし

ている話にしか聞こえません、私には、はっきり言いまして。本来の教師としては週休２日制で

しょ、教員も。２日とって勉強しながら、その中に凝縮して自分の部活動の勉強をいかにはめ込

むかを抜きに立派な指導者とは私に言わせたら言えません。特に中学生はデリケートな段階なの

で、慎重な指導が必要だということをよく頭に置いていただきたいというのが私の率直な気持ち

です。 

○橋本委員 今の部活の教師ばかりをそうやって攻めたくっているけれども、父兄にもこの先生

よくやってくれるというて、毎日やっていたらそれが物すごく評価が高くなるわけです。そうい

う風潮があるわけです。 

 だから、今、川崎委員みたいに、１週間のうちせめて１日は休みましょうというのは、私らが

視察に行った大分県は、平日のある日を家庭の日ということで設定して、県下一斉にその日は部

活なしというような指導をやっていました。私は、岡山県がどうやるのかは別として教育長、備

前市だけでも例えば水曜日なら水曜日はもう家庭の日だから、この日は市内の全部の中学校で部

活は禁止、それぐらいの強制力を持った指導を私はすべきだと思う。でないと、父兄もあるいは

教員もやめてほしいなあというようなことを言っていたらやめるわけないです。いかがでしょう

か、教育長。 

○杉浦教育長 あくまで私、現場との対話というのは基本だとは思っていますが、やはり相当強

い指導というのは必要かなと思っています。ちょっと私も勉強不足なところがあるので、研究し

ながらきちんと対応したいと思います。 
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○西上委員 関連で、部活動の休養を平日にと言われたが、私も息子が部活動をしていたので、

親の立場から申し上げると、休日よりも土日どちらか思い切って休みがあれば子供との対話がで

きるので、休みが土日にあるとめり張りがつくので、そのほうがいいと思う。先生も土日どちら

か休みがあったほうが、先生も夫婦仲が悪くなるという話をよく聞くので、部活の先生は離婚率

が多いという話も聞くので、思い切って土日どちらか休んでいただきたいと思っています。 

○磯本学校教育課長 全くそのとおりだと思います。そのように実を言うと言っているわけです

が、土日に試合が入るわけです。大会をやめるわけにはいかないので、その関係でなかなか徹底

できないのが、土日が残っている理由です。 

○橋本委員 今、西上委員が言われた土日どちらか休むというのは、備前中学校みたいに大きな

学校であればそれが言えるわけです。それぞれの部活の部が単独で備前中だけでやれるから。と

ころが、日生中学校、三石中学校の例を出したら悪いですが、そういったところはほかの学校と

統合して部員をこしらえないと、野球とかサッカーというのはチームができないわけです。した

がって土曜日、日曜日に父兄がそこの練習場所まで連れていって練習させるというのが実態でし

ょう。ですから、土日に設定するよりも、私は大分県の例を倣ってある平日をこの日は全面的に

部活禁止だから部の担当の先生も早く帰ってくださいというぐらいにしなければ私はならないと

思っております。ぜひ、備前市からでもそれを進めていただきたいと思います。 

○星野委員 備前市は、部活の休養日は設けてなのか。設けていますよね。 

○磯本学校教育課長 先ほど申したように、学校のほうで設けられるところを平日で１日、土曜

日か日曜日はという話でお願いはしているわけです。今実際にきちっと設けられているところは

４校あります、１校が……。 

              〔「守りょうんかな」と呼ぶ者あり〕 

 それは、守っている。報告していただいたときにこの日は休みですという報告になっていたの

で。 

○田口委員 私の時代というのは、行け進めで理論も何もなしで練習量と練習時間でこなしてき

た。その典型が、そういうのがやっぱり正しいと言われたのが、この前の福岡国際マラソンで川

内君が日本人トップをとったらＤｅＮＡの瀬古監督と旭化成の宗監督が見てみいわしらが言って

いるとおりだ、１００キロ走を川内が頑張っているから勝ったんだと、やっぱり理論の練習では

勝てないと言うて、我々が今部活の休みのお願いをしているのに、逆行したことが正しいと言わ

れる我々世代の監督がいるのも事実です。何が全てか、勝ったら勝ったのが全てでしょうが、そ

ういうことも含めて、例えば部活の部もないのに全国２番になった石谷君もおられますので、い

ろいろ先生と保護者含めて研究してください。よろしくお願いします。 

○掛谷委員長 交代して。 

              〔委員長交代〕 

○山本副委員長 掛谷委員。 
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○掛谷委員長 新聞紙上ではそういった日を１日とるとか、そういう話を見たりも聞いたりもし

ます。一体、国、政府、文科省あたりはどういう指針を示しているのか。また、県はどういう姿

勢でいるのか、それを備前市の教育委員会などは今の必ず１日設けてくださいということを言っ

ているわけですが、そういう流れは一体どうなっているのか、根拠がはっきりしないので教えて

ください。 

○磯本学校教育課長 国のほうですが、同じように休養日を設けなさいというような通知をして

います。ただ、設けなければならないではなくて。来年度になるか今年度の末になるかで、今文

部科学省が先ほど田口委員が言われたような生理的なことであるとか、そういったことも含めて

調査をして恐らく部活の休養日の設定ということで調査結果と含めて通知が来ると思います。 

 県のほうは、教職員が勤務負担軽減を含めて、もう一つが先ほど部活の休養日のことも含めて

平日に１日、土日で１日設けるようにということで、こういう冊子がありますが、ここに書いて

あって、そのことを受けて市としてそういう指導を今しているところです。 

 実を言うと、もうちょっと進められないかということで、備前市の場合は備前東ブロックの大

会になります、赤磐市、瀬戸内市とか和気町とか吉備中央町とかと、そちらの教育委員会に働き

かけて、そこで一斉にしょうという話を今しているところです。 

○山本副委員長 委員長変わります。 

              〔委員長交代〕 

○掛谷委員長 委員長交代をします。 

これはもうないですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田口委員 この間学校の先生の時間外もお尋ねしたが、平均でしたけど、今大分減ったかもわ

かりませんが、何をしているのかといえば、結局備前市教育委員会、県教委、国からの意向調査

であったり、そういうところに出す書類づくりに先生は追われて、それで残業をする、時間外を

するのが多いというふうに、私は勝手にかつての先生たちの話を聞いてそう言っているわけです

けど。例えば備前市教育委員会が小学校、中学校の先生に意向調査するのが、年間どのぐらいあ

るのか。 

○磯本学校教育課長 市独自でやっているものですが、例えば、毎月の業務量、時間外勤務がど

れぐらいあるかという調査、それから不登校の状況の調査、あとはこれはどうしてもしなければ

いけないわけですが、市費で雇った非常勤とかの調査と、あと議会から質問があったことでこっ

ちが把握していない事項の調査。１人下校の状況なんかはこっちではつかんでいませんから、そ

のことで今調査をかけています。市独自ではそれぐらいだと思います。 

○田口委員 するとそんな大したことないですね。随分昔の話ですが、学校の保健の先生が体重

測定したり、身長など、そういうのを取りまとめたり、いろいろ書いてデータとして昔出してい

ました。例えば岡山県庁の保健体育課へ行ってまとめられて、さっき出ていたようなデータにな
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って、また高い低いという平均身長がどうのこうのと出したり、保健の先生というのは今や既に

変わって薬も飲まされない、ヨウチンもつけられない、心の悩みの相談でいるという話もある

が、本当に上から来た話にしても、やはり備前市教育委員会を経由して当然行くと思うので、そ

の辺で精査して、学校の先生は先生として何のためにいるのかと、資料づくりのためにいるわけ

ではないわけだから、子供にいろいろなことを教えたりするためにいるわけだから、十分に精査

して必要以上のデータ集めをささないように、場合によったら備前市教育委員会が学校にかわっ

て国や県に出したらいいわけですよ。例えば私らがよく見るのは日生西小学校で、かつてみたい

に昼休みの時間に先生がグラウンドに出て子供と遊んでいた、磯本先生がうちの息子たちの時代

のときみたいな感じに戻ると、先生と児童と生徒とまた保護者との間がうまいこと回っていくと

思うわけです。特に小中一貫校をされる伊里学園にしたら、そういうふうになるとすばらしい学

園に私はなると思う。ここ最近１年間行ったり来たりしていますが、子供は出て遊んでいるのを

見ますが、そこへ先生がいるというのはここ１０年以上見てないです、本当に。それこそこれは

私にしたら異常な世界です。出ていきたくても出ていけない雰囲気を職員室につくられているの

か、西小学校というのは特に独特な学校ですから。その辺も含めてぜひよろしくお願いします。 

○磯本学校教育課長 実を言うと、教員の勤務実態調査というのが毎年文科省から抽出でありま

す。抽出の中で出てきた数字で見ると、実際に調査、報告に使っている時間というのはそんなに

多くないです。ただ、負担感はすごく高いです。教員が本来的な仕事じゃないなと思っているか

ら。でも、時間的にはそんなに圧迫していません。 

 実際に、先ほど田口委員おっしゃられたように休み時間に教員が出られないのは、調査、報告

とかしているからではなく、児童のノートを見たり、あるいは連絡帳の返事を書いたり、そうい

ったことを帰るまでに済まさなければいけない。そのための時間です。申しわけないですけど、

以前私が南小に勤めていたころ、そこは雑でした。ただ、今物すごく丁寧にされています。保護

者の理解を得るためもあるし、子供の力を見るためもあるし、それで時間をとっているわけで

す。そういった状況なので、そこをいいかげんにしなさいというのはちょっと言えない状況はあ

ります。 

○橋本委員 今の磯本課長の答弁の中で勤務実態調査表を結構頻繁に出してもらうと、全国でも

あるいは市でも。まともなことを書いていると思いますか、あれに。私が少なくとも知り得る範

囲では、あんなもの皆うそを書いて、うそ書いてというのが、まともに書いたらめちゃくちゃな

労働時間になるわけです。 

○磯本学校教育課長 実を言うと、今の業務量報告は出てきた時間と帰る時間だけ入れたら自動

的に時間が出るので、そういった形に変えています、２８年度から。だから、２７年度までより

も実態はつかめているのかなと。 

 それから、勤務実態調査というのは本人が書くのではなく、実を言うと私もしたわけですが、

管理職がこの教員はこれをしているというのを時間ごとに書いていって、１週間程度ですけど、
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その時間なのである程度は正確なものが出てきます。 

○橋本委員 正確なものが出ているとしたら物すごい労働時間でしょう。春休みだ、夏休みだ、

冬休みだというて、長期休暇は除いて、平日のウイークデイむちゃくちゃですよ、私が聞くの

に、中学校にしても小学校にしても。だから、教員のなり手がどんどん減っていくわけですよ。

ひどい勤務実態です。ブラック企業の最たるものだと私は思っています。教育委員会の皆さんに

そういう認識はありますか。 

○磯本学校教育課長 実は私の経験から申しますと、強制されて残っているわけではありませ

ん。 

              〔「それが問題です」と橋本委員発言する〕 

 そうなんです。ただ、誰が残っているかというと一生懸命する教員が残っているわけです。な

ぜかというと、教員にはノルマがありません。授業１つつくるにしてももっといいものもっとい

いものと思うと、いろんな資料をつくったりワークシートをつくったりします。だから、今教育

委員会ではとにかく２１時までには帰ってくださいと。特別なことがない限り、実態を考えると

それ以上早くすると守れないというか、できないことになりますから、２１時までには帰らせて

くださいということで今どこの学校もいっていると思います。 

○橋本委員 夜の９時までには帰ってくださいというその時間すら一般的な企業と比べるとめち

ゃくちゃじゃないかと私は思う。今言った、強制されているわけではないんだというそれも問題

です。誰かが残っているから私も残らなければならないというような雰囲気になって、はっきり

言って用もないのに残っている人も結構いる。私は、もうさっきの部活と一緒で、はい、この日

はもう何時までに帰る、仕事があろうがなかろうが何時までに帰るというのがもっと１９時、あ

るいは１８時ぐらいに設定して、昔我々の子供のときは児童のときには先生はもっと早く帰って

いた。子供らと同じぐらいの時間に帰っていたもん。それで私は当たり前だと思うが、今の教員

の勤務は異常だと思う。うちの近所の瀬戸内市の小学校に行っている先生もおられるが、いつも

２２時、２３時ぐらいにならんと帰ってこない。途中で遊んでいるとは私は思いませんよ。皆あ

れ仕事ですよ、と思います。 

○磯本学校教育課長 本当にそう思います。何とかしなければいけないとは思います。何とかが

それが教員にかかっているわけです。例えば１９時に帰りなさい、私らのころは１９時に帰って

いました。帰って何をしていたかというと、その日にできていない仕事を持って帰って家でして

いたわけです。その状況をつくりたくない。本当言ったら仕事自体を減らさなければいけないで

すが、現状としてそれはできないです。 

○橋本委員 ある人が、元教育関係者です、言いました。学校で電話を受ける時間を例えば１８

時以降もう電話は出ませんというふうにしたらもっと教員が早く帰れる。何でかというと、今の

モンスターペアレントですよ。夜になると晩酌して酔った勢いで電話をかけてくるわけです。う

ちの子がどうのこうのと。こういう苦情処理係が学校にどうしてもいなければならない。それが
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やっぱり１８時以降になるわけです。１８時以降緊急事態以外は学校に電話がつながらないとい

うふうにしてくれたらもっと早く帰れるようになるのになあと言われた方がいます。一度検討し

てみてください。そういう方法がとれるかどうか。 

○杉浦教育長 ちょっと研究します。 

○川崎委員 私らのころは、はっきり言って５０人も、もう教室いっぱいで教室に遊び場もない

ような、空間もないような状態の中で、我々の時代はあったわけです。そのころの教員というの

は、今言うたように、のんびりしていて、我々何の矛盾も感じないし、教師が立派で、両親とい

うのは本当に先生様という感じで一切文句も言えないような空気があって、私は教育の分野とい

うのはそれがあるべき姿でないかと思うが、私のいとこが校長していたから同じでわかるわけで

すが、今は５０人いたのがクラスによっては２０人もいるかいないかなんだと。そういう意味か

らいえば、本来は実務量が、採点する量だって３分の２か２分の１になっているわけでしょう。

だったらもう少し、何の実務だと、報告だ何だ言っているが、本当に無理なら、私各学校に、あ

る規模以上は事務局長とか事務長というか、そういう人がいてまとめさすことが必要ではないの

かと。 

 というのが、今、労働時間の問題でちゃんと管理職がチェックしていると言ったでしょう。じ

ゃあ、今西小学校なんか２１時、２２時になっても電気がついているときに管理職も一緒にいる

のか。いるのであればその方に皆させばいいじゃないの、私に言わせたら、でしょう。そうして

教員が本来の教材の中身で遅くなら仕方ない面があります。応援できる分だったら援助しましょ

うだけど、それプラス報告書があってどうにもならないという状況に追い込んでいるとしたら、

もうそれは教育制度そのものが崩壊していると私は言いたい、極端な言い方したら。 

 本来は、今さっき言ったように、遊び時間に子供たちと一緒に笑ったり、遊んだりしながら、

この子のためにはこういう教材が必要だろう、こういう指導が必要だろうということを本気で考

えるのが教師だろうと。それ以外のことは関係ないと、私に言わせたら。接触することにより、

また授業をして個別にもちょっとおくれた子にはそれなりに優しく接するとか、そういうことが

本来の教師の仕事であって、何か教職員の職員室に帰ってごそごそするのは雑用です、私に言わ

せたら。実践の場というのは教壇に立つことでしょう。それと、休み時間に人間的触れ合いを深

めることです。それ以外はどうカットできるかということをやる必要があるし、５０人と比べて

２０人になったらできのではないかと。それができないというのは、まさに文科省から、国か県

か何かよくわからないけど、余りにも必要にいろんな情報を集めさせよん。集めさすんならいい

んですよ。ちゃんと、我々議会には議会事務局というて四、五人の集団が事務局専門の集団がい

るじゃないですか。学校にもつくれと言いたいわけです。私それこそ必要じゃないかと。 

○杉浦教育長 先ほどの課長の答弁をよく聞いていただきたい。報告関連については量的には大

したことないと言っているじゃないですか。それちゃんと聞いてくださいよ。 

              〔「いや、それだけじゃないと言いたい」と川崎委員発言する〕 



- 25 - 

 いや、それで、済みません、私前の職場がやはりブラックでした。夜仕事をする大変な、学校

現場どころではないブラックだったわけですが、そこで私働き方改革もやりました。やっぱり、

意識改革の部分というのはかなり大きくて、要するに夜遅くまで残っている人間が仕事をしてい

るんだというつもりになるのをやめろというところから始めました。 

 学校現場、私外から来てみると、遅くまで残っているのが熱心でいい先生だという風潮が確か

にあると思います。そういったところから一つ一つ直していかないと、なかなかこの問題は解決

しないということで、そういった私の前職の経験も含めて、現場の先生方に一生懸命意識改革を

進めていきたいと思っています。 

 それと、管理職が先に帰る。多分こういうことだと思うわけです。ただ、管理職が帰っても一

般職が遅くまでやりたい放題残るということでは困りますが、管理職が残っていると下の先生方

も帰れません。 

              〔「帰ろうや、言うたらええ、管理職が」と川崎委員発言する〕 

 はい。一緒に帰ると。 

              〔「どうしても帰れないなら手伝やええ」と川崎委員発言する〕 

 ええ、そういうことだと思います。ちょっとその意識改革の面を私はきちんとやっていきたい

と考えています。 

○山本副委員長 この勤務状況ですが、近隣の自治体とか岡山市の教職員の方も同じような状況

ですか。それとも備前市だけが特別ですか。 

○磯本学校教育課長 ほぼ同じ状況です。岡山県というよりも全国的な課題になっているところ

です。 

○田口委員 磯本課長、私は橋のかかっていない頭島に住んでいたから、学校の先生は仕事を持

ち帰られていたと思うが、児童数も少なかったですけど、１８時半が船の最終です。ましてや、

また大多府小学校があったときはそれより早いわけです。先生の時代は上から走っておりてぎり

ぎり船に乗る先生が優秀な先生だった。もう橋がかかる１０年ぐらい前からですか、早くからお

りてきて、待合所で５分、１０分待って帰っているわけです。このごろの先生はえらい裕ななあ

というような、仕事は当然持って帰っていると思うが、学校の門も夜７時になったら閉めると、

車も出られないようにすると、そういう方法というのも私はあると思う。島だったら例えば帰れ

て、陸だったら遅くまで職員室にいるというのは何か不合理な。 

 それと同時に、昔パソコンを入れたときに日生町議会で時の町長は、これを導入すると６人で

していた仕事が４人でできると。現実はそうではなかったですけど。学校の先生もそれを入れ

て、子供のコメントを書くところがあるじゃないですか、通知表に。何か１０項目ぐらいチェッ

ク入れていったらパソコンがきちっとつくってくれるソフトもあって、全国的にはそれを使って

いる先生もいるということを聞きましたが、そういうことを考えたら、幾らかでも時間の短縮に

なっているのではないかという思いもする中で、そういうふうに残って、先ほど川崎委員か橋本
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委員が言われたように、磯本先生あなたが遅くまでいるから私らも帰れないという話は、岡山の

ほうの学校の先生からも聞いたりします。だから、その辺も含めて、もっともっと皆して研究す

るべきです。誰が責任が一番あるとかないとかという話ではなく。ぜひよろしくお願いします。 

○掛谷委員長 今の皆が言いっ放しということはないですが、求めていることは、要はこれは日

本国中の問題なので一気にそれをぱっと変えることは難しい。 

 ただし、備前市教育委員会として働き方、教員の、管理職を含めて、どのように今後改革をし

ていくのかということを研究課題としてほしいということをおっしゃっているので、これもどう

いうふうにしていくのか、ロードマップまでいいませんが、また計画等を出して、計画倒れにな

らないように、着実に進めていくようなことをまた計画を出してください。お願いしておきま

す。 

 それでいいですね、委員の皆さん。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 次、行きます。 

○橋本委員 先ほど調査や何やかんやで時間を費やすという話をした直後にこういうことを言う

のはなんですが、私はさきの一般質問で貧困の再生産は歯どめをかけようと。つまり、貧困だか

ら次の世代がまた貧困になるというのは、もう避けなければならないという考えの持ち主です

が、そういう中で貧困という断定するとよくないかもわかりませんが、小学校では要保護、準要

保護の世帯は収入が一定基準までいかないからいろいろな費用を公費でもって負担すると。つま

り、これを貧困と見るならば、そういう子供たちが落ちこぼれて、次の高等教育ですね、中学校

を出て高校へ行ったり、あるいは大学へ行ったりするのが、小学校のときの落ちこぼれでもって

学力が余り伴わないということになると私はかわいそうだと。だから、今までにも言っているよ

うに、放課後児童クラブ、そういうものに対してもっと積極的にこの子たちが加わるべきだと。 

 そういう中で、今現在要保護、準要保護の児童の放課後児童クラブに通っている率、一般のそ

の他のグループの方と要保護、準要保護の子供たち通っている率を、これはもう教育委員会のレ

ベルでわかると思います。子育て支援課と併用になるから、そういうところとよく聞きながら、

これ２つに分かれているからやりにくいわけで。 

 もう一つは、小学校６年生のときに全国一斉の学力テストがあります。ここでの成績が要保

護、準要保護の子供たちのグループとそうでないグループとの平均点に差があるのかないのか。

なければいいが、別に特別なことをしなくても普通でやっているから、私はそういう中で、幾ら

かでも不利な状況があるのではないかというのが、学校から帰っても宿題せえよという父兄がな

かなかいないのがこの要保護、準要保護に多いのではないかということで、そういうものを一

度、次の委員会でもいいから、比較検討して、できるかどうか、個人情報で個人の名前は出てき

ませんから、要保護、準要保護の子供たちはこれぐらいの平均点、そうでない子供たちはこれぐ

らいの平均点というのを我々に教えてもらえるのであれば、教えていただきたい。それで何らか
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の対策を私は講じるべきだと思っているので、作成自体が何かに違反するのかわかりませんが、

資料を提出してもらえないでしょうか。 

○磯本学校教育課長 法的にはどうかわからないですが、１人ずつ拾っていくわけです……。 

              〔「いやいや」と橋本委員発言する〕 

 いや、拾っていかなければわからないので。ということは、個人データを出してもらわなけれ

ばいけないので、全国学力の。 

              〔「個人データが出てこんのか」と橋本委員発言する〕 

 こちらでは。学校ごとはありますが、個人データは学校にしかいっていないので、それを出し

てもらって……。 

○掛谷委員長 休憩。 

              午前１１時３５分 休憩 

              午前１１時３７分 再開 

○掛谷委員長 委員会を開会します。 

今のことについて。 

○橋本委員 今の要求を取り下げます。 

○掛谷委員長 はい、取り下げるということでございます。 

 次の事項で、何かありましたら。 

○星野委員 フューチャースクールルームの整備状況と今後どのようなスケジュールになってい

るのか。 

○芳田教育総務課長 今後の状況ですが、今入札がまだできていない伊里中学校、日生中学校、

日生西小学校がこの１月の入札でかけられるかなと。それ以外は今工事を着工していて、２月の

上旬に完成予定で既に入っています。 

○掛谷委員長 いいですか。 

○星野委員 この件はいいです。 

○掛谷委員長 ほかにはないですか。 

○星野委員 昨年度と今年度のふるさと納税を充当した教育委員会関係の事業は全くなかったの

か。あればどういうことに充てられたのか、教えてください。 

○芳田教育総務課長 昨年度はエアコンを中心に予算を充てていただいたのと、図書カードでし

たか、平成２８年度はトイレの改修工事とベネッセ等々やっております学力向上実践研究。大き

いものとしてはその２つです。 

○掛谷委員長 ほかに。 

○川崎委員 そういうことで、私に言わせたらハード面こういうタブレットも含めて結構充実し

てきているが、先ほどの議論ではないけど、生徒が５０人から２０人や１０人になっているとこ

ろもあるのに厳しい状況があるというのを考えるといろいろ事情があるでしょうし、それだけ熱
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心に個性的に教育するための教材準備が必要と思ったりもするし、そういう中では率直に言っ

て、現場に立つ教員が足らないことが原因なのでしょうか。勤務時間１７時までを、正職である

と同時にうちの党なんかも労働者の側面もあると、英気を養なって家庭のこともあるし、ゆっく

り休んでこそ次の日にすばらしい授業ができると思うわけです。そういうことを考えると、根本

的な原因は実務量ではないということを教育長が非常に強調されたので、生徒数が少なくなって

も教師をふやす、今ふやさない貧困な文科省の政策に問題があるわけですか。率直に意見を聞き

たい、そこは。 

○磯本学校教育課長 学校の立場からすると子供たちに落ちついて学習させるために教員はふや

してほしいという要望はよくあります。もう一つは先ほどおっしゃられたように、事務的なこと

例えば印刷をするとか、そういったことにかかわる要員をふやしてほしいという要望はありま

す。ただ、それをして教員の時間外勤務が減るかといえば、今の状況では劇的には減りません。 

○川崎委員 教員をふやすというのは結局今のところ小・中学生は全て県の職員ですよね。だか

ら、それはよっぽど要望してもなかなか通じないかもわかりません。歩道でもなかなかできない

ですし。 

 だけど、私さっき事務長という名前で言いましたが、事務職員をふやすのは、私はハードとと

もに側面から学校がある程度の規模以上のところは事務職員を本気でふやすということが、フュ

ーチャースクール何やかんやということもいいけど、それを準備するのにもいろいろバックアッ

プが要るとかいろいろ思います、新しいことをしようとすれば。その辺では事務職員というか補

助教員という言葉がいいのかよくわかりませんが、お茶酌みの用務員はよく知っているが、私ら

の体験でそれ以上に何か事務員はいたのかなと。校長、教頭はおったなあ、いつも叱られている

から、そういう先生がいたなあと思うけど、それ以外何か事務職員らしき者がいたのかなという

率直な、小学校しかよく知らないので申しわけないが、ぜひ、事務職員をふやす必要があるな

ら、我々もしっかりここで論議して、そういう予算要求したいと思うので、いかがですか。 

○磯本学校教育課長 実を言うと、県の加配、配置がない学校については、備前市は事務職員を

市費でつけていました。それから、昨年度から教師業務アシスタントという形でこれは県が事業

を始めたわけですが、先ほど申した印刷とか、あるいは教員の指示でできること、会計とか、そ

ういったところを担うのが今伊里中学校と備前中学校と吉永小・中学校と伊部小学校に入れてい

ますが、来年度予算のことになりますが、ちょっとふやして要望していきますのでよろしくお願

いします。 

○川崎委員 ちょっとではなく、西小学校の生徒数は確かに減っているんしょうが、遅くまで２

１時、２２時、遅いときには２２時半、２３時までかどうかわかりませんが、人数が少ないとこ

ろでもそういう先生がいるということは、それを応援するような事務職員の増員というのは図る

べきだと思います。遠慮なくちょっととかというのではなくて、積極的にやったらいいじゃない

ですか。一方で一般職は削ろう削ろう言よんじゃから。一般職をそっちへ当面つなぎでもいいか
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ら回すとか、一番いいのは教員上がりのＯＢの先生が一番いいのかどうかよくわかりませんが、

人事配置は教育委員会が発言をしっかりして一般職の分野は少々削っても未来を担う子供たちが

必要だということでしっかり職員をつけていただくということで頑張っていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○磯本学校教育課長 ありがとうございます。 

○田口委員 県職の先生の中で、不幸にも登校されていない先生は何人ぐらいおられるのか。 

○磯本学校教育課長 メンタルでということですよね。 

              〔「そうですね」と田口委員発言する〕 

 今のところはいません。 

              〔「それは優秀ですね」と田口委員発言する〕 

 ただ、危ないです。 

              〔「おらんというのはそれは優秀ですよ」と田口委員発言する〕 

 ごめんなさい。１人いました。 

              〔「それでも少ないですね」と田口委員発言する〕 

○掛谷委員長 あと、もういいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 その件も含めて、委員長からもぜひ県の加配、また小学校の備前市は教育の町ですから、教育

のまち備前市がというのが一番トップになっているので、備前市でも予算措置を今の加配を申請

というか、強力に進めていただきたいと要望しておきます。 

 以上、皆さん、いいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 以上で厚生文教委員会を閉会します。 

 皆さん、御苦労さまでした。 

              午前１１時４６分 閉会 


